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　９月定例会が８月31日から９月21日まで開催され、条例5
件、補正予算12件、専決承認1件、認定4件、発議２件、その他
5件を審議し、すべての議案を原案のとおり可決しました。
　また、平成29年度決算認定については、「決算特別委員会」
を設置、付託しました。

〇上天草市個人情報保護条例及び上天草市情報公開条例の一部改正
　個人情報の定義の明確化、配慮を要する個人情報の明確化、開示請求者以外の者に関する個人情報
の取扱いの見直しなどを行う必要があるため、関係条例の一部を改正するもの。

〇上天草市税条例の一部改正
　地方税法の一部改正などに伴い、個人市民税における非課税限度額の引き上げ並びに、基礎控除お
よび調整控除の適用に係る所得制限の導入、法人市民税における内国法人に対する納税申告書の電子
的提出の義務化、市たばこ税における加熱式たばこに対する課税方法の見直し、および税率の引上げ
が行われることなどから条例の一部を改正するもの。

　前島観光交流拠点施設等新築（建築）工事に係る請負契約を締結するもの。
　　◇工事内容　建築工事一式・外構工事一式（延床面積　1,221.87㎡）
　　◇契約金額　３億 9,913 万 8,572 円
　　◇契約の相手方　磯口・杉田特定建設工事共同企業体

〇熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更
　熊本県後期高齢者医療広域連合の議会の組織並びに広域連合議員の選挙の方法および任
期を変更することに伴い、当該広域連合の規約の一部を変更するもの。

宮下昌子 議員
　本議案は、広域連合議員を各市町村１名ずつ計 45 名選出する方法に変えるというもの。
　議員定数が増えることに反対はしないが、人口の多い自治体と少ない自治体、どちらも
１人というのは妥当性を欠く。
　また、広域連合議会の中では、一度も議論されていないと伺った。連合執行部が勝手に
提案するという形になっており、議会制民主主義とは言えない。
　以上の理由で、この議案に反対する。

９月定例会

 条例制定・改正（主なもの）

 工事請負契約の締結

討 論
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 補正予算案

９月 10 日の議案質疑の一部を要約して掲載します。
議案質疑

学
校
給
食
地
場
農
畜
産
物
利
用

拡
大
補
助
金
に
つ
い
て

問　
補
助
金
申
請
の
理
由
は
。

答　
学
校
給
食
へ
の
上
天
草
産
の
農
畜

産
物
の
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
学
校

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。

問　
対
象
と
な
る
農
家
は
何
件
あ
る
の

か
。

答　
学
校
給
食
へ
の
供
給
は
、
県
学
校

給
食
会
や
地
元
事
業
所
か
ら
の
納
入
な

ど
、
学
校
ご
と
に
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、

農
業
者
数
は
把
握
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
す
。

問　
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も
、
こ
の

事
業
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
後
の
計
画
は
。

答　
地
場
食
材
の
利
用
率
は
、
年
々
増

加
し
て
お
り
、
今
後
も
関
係
者
の
皆
さ

ん
と
協
議
し
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　
市
内
の
事
業
所
は
、
公
営
、
民
営

そ
れ
ぞ
れ
何
カ
所
あ
る
の
か
。

答　
公
営
は
０
カ
所
、
民
営
10
カ
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問　
現
在
の
従
事
者
で
、
改
正
前
の

規
定
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
者
は
い
る
の

か
。

答　
厚
生
労
働
省
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
31
年
度
末
ま
で
の
経
過
措
置
が
あ

り
、
３
箇
所
に
つ
い
て
は
、
31
年
度
中

に
研
修
を
修
了
し
て
い
た
だ
く
よ
う
周

知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　
資
格
の
緩
和
だ
が
、
問
題
は
な
い

の
か
。

答　
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
居
場
所

を
提
供
す
る
場
所
と
い
う
の
が
一
番
の

目
的
で
、
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　西日本を襲った豪雨の影響により、上天草
市全域の海岸において、大量の漂着物が発生
したため、処理の予算が不足するため補正予
算を計上するもの。

　市道に設置されているカーブミラー、ガー
ドレール等の交通安全施設の破損箇所につい
て修繕を実施するもの。

　大規模修繕の実施に際し、想定を上回るコ
ンクリート剥離や鉄筋の腐食が確認されたこ
とから工事費を増額するもの。

海岸漂着物等地域対策推進事
400万円

交通安全施設費
370万円

樋島大橋補修工事

1,829万５千円

▲樋島大橋
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賛否表 主な議案などの賛否について、下記のとおり公表します。
※議案名は一部省略しています　（○：賛成　●：反対　−：議長は除く）

議案
番号 議案名 結果

表
決
数

木
下
文
宣

何
川
　
誠

嶋
元
秀
司

宮
下
昌
子

西
本
輝
幸

髙
橋
　
健

小
西
涼
司

新
宅
靖
司

田
中
万
里

北
垣
　
潮

島
田
光
久

津
留
和
子

桑
原
千
知

田
中
辰
夫

園
田
一
博

議　案
第 67 号

Ｈ 30 一般会計補
正予算（第４号） 原案可決 14・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第 81 号

熊本県後期高齢者医
療広域連合規約の一
部変更について

原案可決 13・1 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発　議
第４号

学校施設の整備に
対する国庫補助率
の引き上げ及び財
政支援の拡大を求
める意見書の提出
について

原案可決 14・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発　議
第５号

小中学校へのエア
コン設置の早期整
備を要請する決議
書の提出について

原案可決 14・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

小中学校へのエアコン設置の早期整備を要請する決議書（全文）
　子どもは地域の宝であり、それを守り育むことは、社会全体の使命である。特に小中学校にお
ける学習環境は、学力向上をはじめ心身の健やかな成長と密接に関係しており、市は等しく子ど
もたちが適切な環境で学習できるよう、整備を行う責務を担っている。
　近年の夏季の気象状況は、子どもたちが集中して授業を受けるには酷な気候である。また、今
年は、日本各地で記録的な猛暑が続いたため、気象庁は臨時記者会見を開き「１つの災害と認識
している」と発表した。愛知県豊田市では、小学１年の児童が熱中症により命を落とすという痛
ましい事故が発生している。
　本市においても、夏季は連日、厳しい暑さが続いているが、小中学校における普通教室及び特
別教室のエアコン設置率が 21 パーセントと低く、子どもたちの学習意欲の低下、健康面への影
響が懸念されており、保護者から早期整備について多くの要望が上がっているところである。
　市は、平成 31 年度中に全小中学校のエアコン設置完了を計画しているが、子どもたちの生命
を守るために、一刻も早く整備する必要がある。
　このような状況を踏まえ、本市議会は、次の項目について執行部に強く要請する。

　１　全小中学校へのエアコン設置については、実施設計及び国庫補助申請を速やかに終え、
早急に完了すること。なお、支援を得られない場合は、起債及び市の一般財源での整備
を検討すること。

　２　国、県に対して、エアコン設置等、学校施設の整備に対する財政支援の拡大を早急に
行うよう求めること。

　平成 30 年９月 21 日
上天草市議会議長　園田　一博

　上天草市長　堀江　隆臣　様

　　　　　学校施設の整備補助に対する意見書および小中学校への　　　　エアコン設置に関する決議書の提出を全会一致で可決！
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　「学校施設の整備に対する国庫補助率の引き上げ及び財政支援の拡大を求める意見書」および「小中
学校へのエアコン設置の早期整備を要請する決議書」の提出について、桑原千知文教厚生常任委員長
から議案が提出され、全会一致で可決しました。
　これは、学校施設の整備に関する国庫補助率の引き上げ並びに補助金の申請期間における柔軟な対
応及び施設の管理運営費に対する負担軽減措置等、財政支援の拡大を国に求めるものと、小中学校の
エアコン整備を早急に実施するよう市に対し要請するものです。

学校施設の整備に対する国庫補助率の
引き上げ及び財政支援の拡大を求める意見書（全文）

　子どもたちにとって学習環境は、学力向上をはじめ心身の健やかな成長と密接に関係しており、
国は等しく子どもたちが適切な環境で学習できるよう、整備を行う責務を担っています。
　本市においては、子どもたちの安全・安心の確保と教育環境の整備・充実を図るため、計画的
な学校施設の環境改善に取り組んでいるところです。
　近年、校舎、トイレ、体育館等、多くの学校施設で老朽化が進んでおり、また、猛暑に対応す
るためのエアコンの設置が十分に整備されておらず、安全で安心な教育環境の整備は、緊急かつ
重要な課題となっています。
　学校施設の整備には、学校施設環境改善交付金等の国庫補助を活用していますが、補助率が低
く、残りは起債及び一般財源での対応となるため、財政力が乏しい本市にとって、整備が困難な
ものとなっています。また、施設の管理運営においては、多額の経費を必要とするため、行財政
運営に大きな影響が及んでいます。
　よって、本市議会は、国に対し、学校施設の整備に関する国庫補助率の引き上げ並びに補助金
の申請期間における柔軟な対応及び施設の管理運営費に対する負担軽減措置等、財政支援の拡大
について強く求めます。
　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出します。
　平成 30 年９月 21 日

上天草市議会議長　園田　一博
　内閣総理大臣　安倍　晋三　殿
　文部科学大臣　林　　芳正　殿

　　　　　学校施設の整備補助に対する意見書および小中学校への　　　　エアコン設置に関する決議書の提出を全会一致で可決！
 

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

　
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

水
道
事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
・
上
天

草
総
合
病
院
事
業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
審

査
す
る
た
め
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
委
員
会
は
10
月
16
日
か
ら
19
日
ま
で
の
期

間
に
開
か
れ
、
12
月
の
定
例
会
で
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
す
。

　
審
査
結
果
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

委 

員 

長
　
北
垣
　
　
潮

副
委
員
長
　
小
西
　
涼
司

委
　
　
員
　
木
下
　
文
宣

　
　
　
　
　
何
川
　
　
誠

　
　
　
　
　
嶋
元
　
秀
司

　
　
　
　
　
宮
下
　
昌
子

　
　
　
　
　
髙
橋
　
　
健

　
　
　
　
　
田
中
　
万
里

島
田
　
光
久

発議
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人
情
報
も
含
め
て
個
人
情
報
と
定
義
し

た
こ
と
か
ら
削
除
し
た
も
の
で
す
。

税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

問
　
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
、
加
熱
式
た

ば
こ
は
紙
巻
き
た
ば
こ
よ
り
税
率
が
低

い
と
思
う
が
今
回
の
改
正
で
税
収
は
ど

の
位
上
が
る
の
か
。

答
　
現
在
加
熱
式
た
ば
こ
は
、
パ
イ
プ

式
た
ば
こ
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
今
回

改
正
で
加
熱
式
た
ば
こ
と
し
て
新
し
く

分
類
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
課
税
し
て
い
な
か
っ
た
溶
液
部
分

に
つ
い
て
課
税
し
、
５
年
間
で
５
段
階

を
経
て
加
熱
式
た
ば
こ
の
税
額
は
、
最

終
的
に
通
常
の
紙
巻
き
た
ば
こ
の
７
割

か
ら
９
割
ま
で
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
情
報

公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

問　
個
人
情
報
に
該
当
し
な
い
特
定
個

人
情
報
を
含
む
と
い
う
一
節
が
削
除
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
該
当
し
な
い
個
人

情
報
と
は
、
ど
う
い
っ
た
個
人
情
報
を

指
す
の
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
の
個
人
情
報
保
護
条
例

第
二
条
第
一
号
の
た
だ
し
書
き
に
お
い

て
、
法
人
や
団
体
の
役
員
な
ど
の
一
部
情

報
を
個
人
情
報
に
該
当
し
な
い
特
定
個

人
情
報
と
し
て
い
た
が
、
今
回
の
改
正
に

伴
い
、
個
人
情
報
に
該
当
し
な
い
特
定
個

総
務
常
任
委
員
会

９
月
11
日

平
成
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）（
所
管
部
門
）

問
　
海
岸
漂
着
物
等
地
域
対
策
推
進
事

業
委
託
料
に
つ
い
て
、
委
託
先
は
ど
こ

を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
対
象
地

域
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

答
　
海
岸
漂
着
物
等
の
対
策
と
し
て
７

月
の
西
日
本
豪
雨
で
市
内
全
域
の
漁
港

お
よ
び
港
湾
、
一
般
海
岸
に
大
量
に
発

生
し
た
海
岸
漂
着
物
の
処
理
に
つ
い
て

当
初
予
算
で
対
応
し
ま
し
た
。
今
後
、

大
雨
や
台
風
等
を
考
慮
し
た
う
え
で
計

上
し
た
補
正
予
算
で
あ
り
、
委
託
先
は

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
物
置
の
購
入
に
つ
い
て
、
松
島
庁

舎
と
姫
戸
統
括
支
所
に
設
置
す
る
回
収

ボ
ッ
ク
ス
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
設

置
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

利
用
時
間
は
庁
舎
が
開
い
て
い
る
時
間

と
な
る
の
か
。

答
　
松
島
庁
舎
、
姫
戸
統
括
支
所
と

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
に
設
置
す
る
予
定
で

す
。
今
後
の
計
画
に
関
し
て
は
、
回
収

　
本
会
議
で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
常
任
委
員
会
で
審
査
し

ま
し
た
。
そ
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

の
量
な
ど
を
み
な
が
ら
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
利
用
時
間
は
平
日
の

朝
８
時
30
分
か
ら
夕
方
５
時
ま
で
と
し

て
い
ま
す
。

意
見　
平
日
の
み
の
利
用
で
は
、
普
段

仕
事
を
行
っ
て
い
る
人
な
ど
は
出
せ
な

い
の
で
は
な
い
か
。
24
時
間
利
用
で
き

る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

指
定
管
理
者
の
指
定

問
　
係
留
施
設
ま
で
含
め
て
委
託
業
者

が
管
理
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
係
留

施
設
に
一
般
の
船
の
乗
り
入
れ
は
で
き

る
の
か
。

　 
　 

常
任
委
員
会

答
　
係
留
施
設
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
指
定
管
理
者
と
協
議
を
進
め

て
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現

在
、
係
留
施
設
は
ペ
ー
ロ
ン
船
の
使
用

を
優
先
し
て
お
り
、
今
後
も
変
わ
ら
な

い
見
込
み
で
す
。
公
共
目
的
で
の
使
用

を
前
提
と
し
て
、
指
定
管
理
者
と
協
議

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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平
成
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）（
所
管
部
門
）

問
　
道
路
維
持
費
に
伴
う
道
路
の
舗
装

に
つ
い
て
、
道
路
の
部
分
的
な
補
修
は
、

基
本
的
に
職
員
が
対
応
す
る
の
か
。

答
　
今
回
、
緊
急
を
要
す
る
箇
所
を
職

員
が
一
斉
に
補
修
を
行
い
ま
し
た
が
、
本

来
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
の
方
々
か

ら
要
請
を
受
け
、
職
員
ま
た
は
作
業
員
が

随
時
対
応
し
て
い
ま
す
。

意
見　

す
ぐ
に
は
が
れ
て
し
ま
っ
て

は
、意
味
が
な
い
。
専
門
的
技
術
を
持
っ

た
作
業
員
に
よ
り
、
適
正
な
作
業
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
道
路
舗
装
の
優
先
順
位
に
つ
い
て

は
、
何
を
基
準
に
決
め
る
の
か
。

答
　
幹
線
道
路
、
生
活
道
路
、
通
学
路

等
の
分
類
要
素
や
交
通
量
及
び
危
険
度

勘
案
し
て
、優
先
順
位
を
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
に
要

望
さ
れ
、
対
応
で
き
て
い
な
い
部
分
に
つ

い
て
は
、
一
度
整
理
し
、
地
域
の
要
望
と

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

問
　
平
成
31
年
度
の
部
活
動
社
会
体
育

移
行
後
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象

児
童
が
増
え
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答
　
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
対
応
で

き
る
体
制
は
整
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）（
所
管
部
門
）

問
　
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
平
成
32
年
度
設
置
予
定
で
し
た
が
、

今
年
の
夏
の
酷
暑
も
あ
り
、
来
年
４
月
の

補
助
採
択
の
通
知
を
受
け
て
、
夏
休
み
期

間
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問
　
市
史
編
さ
ん
事
業
の
発
刊
予
定

は
。

し
て
対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問
　
実
際
は
、
職
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
で

付
け
た
優
先
順
位
が
一
番
採
用
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
　
公
平
公
正
な
や
り
方
お
よ
び
皆
さ

ん
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
方
法
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
　
今
年
度
中
に
金
石
文
編
を
発
刊
予

定
と
し
て
お
り
、
今
後
は
調
査
、
編
さ
ん

が
終
了
次
第
、
順
次
発
刊
し
て
い
く
考
え

で
す
。

意
見　

学
校
管
理
費
に
つ
い
て
、
増

額
補
正
さ
れ
て
い
る
が
、
把
握
し
て
い

る
分
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算
で
対
応

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
学
校
備
品
に
つ

い
て
は
リ
ー
ス
と
購
入
の
ど
ち
ら
が
安

価
な
の
か
、
財
政
負
担
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
す
る
た
め
再
度
検
討
し
て
ほ
し

い
。平

成
30
年
度

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

問
　
星
平
地
区
配
水
管
敷
設
工
事
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
工
事
を
す
る
の
か
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

９
月
12
日

文
教
常
任
委
員
会

９
月
13
日

▲市道認定に関する現地踏査

問
　
野
釜
大
橋
変
状
調
査
委
託
料
に
つ

い
て
、
ど
の
部
分
の
調
査
委
託
な
の
か
。

答
　
野
釜
大
橋
の
継
手
部
分
が
若
干
下

が
っ
て
お
り
、
橋
が
全
体
的
に
波
打
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
変
状
の
調
査
を
行
う
た
め

の
予
算
計
上
で
す
。

答
　
星
平
地
区
の
ゴ
ミ
処
理
関
係
に
伴

う
地
域
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施

す
る
も
の
で
、
本
管
が
通
っ
て
い
な
い

部
分
に
今
回
布
設
す
る
も
の
で
す
。



82018 上天草市議会だより 32 号
kamiamakusa municipal assembly

日程 議員氏名 質問事項 一般質問動画

9
／
14

西本　輝幸
▶ 樋合地区リゾート事業に係る
　 企業進出に関する仮協定書締結について

桑原　千知
▶ 市内通学路の安全対策について
▶ 市内学校施設の環境向上について
▶ 合併特例債の活用状況について

何川　　誠
▶ 学校施設の整備について
▶ 市道の安全対策について
▶ 大矢野北部地区広域農道について

9
／
18

田中　万里
▶ 上天草市が目指す観光について
▶ 湯島の現状と将来展望について
▶ 社会体育移行後の行政サポートについて

新宅　靖司
▶ 防災について
▶ 資源ごみについて
▶ 土地開発基金について

島田　光久
▶ 上天草市の財政について
▶ 後期総合計画の策定状況について
▶ 包括ケア体制の状況について

９月定例会では９人の議員が一般質問を行いました。

一般質問
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日程 議員氏名 質問事項 一般質問動画

9
／
19

宮下　昌子

▶ 住民の命を守るということについて
▶ 自主防災組織について
▶ 廃校となった校舎の利活用について
▶ 姫戸・龍ヶ岳地域の振興策について

北垣　　潮

▶ 障がい者雇用について
▶ 小中学校における倒壊危険ブロック塀について
▶ 取り過ぎを避けて資源管理に取り組む漁業者への
　 減収補填対策について
▶ 天草四郎ミュージアム関連について
▶ 台風、豪雨の災害対策について

田中　辰夫
▶ 防災行政について
▶ グラウンドゴルフ場の整備及び設置について

一般質問の動画配信について
　上天草市議会では、本会議
の様子を、本会議終了後から
市議会ホームページで配信し

ています。
　各議員の質問事項の横に一般質問の
録画映像のホームページの２次元コー
ドを掲載します。
　お手持ちのタブレット端末や、スマー
トフォンの専用アプリで、２次元コー
ドを読み取ると、各議員の一般質問の
録画映像が御覧いただけます。

注意（免責）事項
配信している映像は本市議会の公式記録
ではございません。
発言の訂正や取り消しが行われた場合、
当該箇所の映像や音声を消去する場合が
ございますので、ご承知ください。
公式記録は会議録をご覧ください。
タブレット端末、スマートフォンでの視
聴は、大量のデータ通信が発生しますの
で、Wi-Fi 接続、又は定額通信サービス
環境での視聴を推奨します。

　その他の注意（免責）事項に関しまして
は、下記ホームページに記載していますの
で、御視聴前に御一読ください。

上天草市議会インターネット中継
URL:http://kamiamagikai.sakura.ne.jp
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Q

Q

合併特例債を活用し、未来への投資を大胆に

樋合地区リゾート開発について

最大限有効に活用したい

平成 32 年度中の供用開始を
目指す予定です 西本 輝幸 議員

西
本 

樋
合
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
つ

い
て
は
、
29
年
８
月
19
日
に
上
天

草
市
と
株
式
会
社
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
事
業
者
と
仮
協
定
書
を
締
結
さ

れ
て
１
年
経
過
し
て
い
る
が
、
現

在
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

総
務
企
画
部
長 
株
式
会
社
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

が
、
天
草
海
洋
リ
ゾ
ー
ト
基
地
構

想
及
び
雲
仙
天
草
地
域
管
理
計
画

書
に
基
づ
く
開
発
事
業
を
行
う
た

め
、
樋
合
地
区
リ
ゾ
ー
ト
開
発
用

地
へ
進
出
す
る
こ
と
に
関
し
、
昨

年
８
月
に
熊
本
県
企
画
振
興
部
地

域
文
化
振
興
局
長
を
立
会
人
と

し
て
、
仮
協
定
の
調
印
式
を
執
り

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
企
業

進
出
に
関
す
る
仮
協
定
の
内
容

は
、
株
式
会
社
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
遵
守
す
べ

き
項
目
と
し
て
、
地
元
か
ら
の
優

先
雇
用
・
公
害
の
防
止
・
自
然
環

境
の
調
和
・
本
市
が
遵
守
す
べ
き

項
目
と
し
て
土
地
の
提
供
・
工
事

建
設
に
関
す
る
協
力
な
ど
記
載
し

て
い
ま
す
。

西
本 

樋
合
地
区
リ
ゾ
ー
ト
事
業

の
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長 

今
回
の
リ
ゾ
ー

桑
原 

６
月
定
例
会
で
、
通
学
路

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
問
題
提
起

し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
は
。

教
育
部
長 

７
月
に
市
内
小
中
学

校
の
通
学
路
危
険
箇
所
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
９
月
末
に
は
対
応
策
を
取
り

ま
と
め
た
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
改
訂
版
を
公
表
し
、
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

桑
原 

重
点
化
事
業
と
し
て
国
に

交
付
金
の
申
請
が
で
き
る
の
も
、

残
り
少
な
い
期
間
と
な
っ
て
い

る
。
危
険
箇
所
へ
の
対
処
に
つ
い

て
は
、
一
日
も
早
く
目
に
見
え
る

形
で
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

桑
原 

学
校
施
設
は
将
来
を
担
う

児
童
生
徒
の
学
習
、
生
活
の
場
と

し
て
機
能
し
、
ま
た
災
害
時
に

は
、
地
域
住
民
の
避
難
所
と
し
て

も
使
用
さ
れ
る
、
極
め
て
重
要
な

施
設
で
あ
る
。
し
か
し
、
エ
ア
コ

ン
の
設
置
を
は
じ
め
、
学
校
施
設

の
整
備
に
対
す
る
国
の
補
助
率
は

低
い
。
市
は
市
長
会
、
我
々
市
議

会
は
議
長
会
等
を
通
じ
、
補
助
率

の
引
き
上
げ
を
国
に
要
望
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

市
長 

単
独
の
自
治
体
だ
け
の
要

望
で
は
非
常
に
厳
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ご
指
摘

ト
事
業
は
、
樋
合
島
の
景
観
等
に

融
合
し
た
高
級
志
向
の
複
数
の
コ

テ
ー
ジ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
パ
施

設
に
宿
泊
施
設
を
備
え
た
本
館
に

加
え
て
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
等

を
整
備
予
定
で
す
。

西
本 

リ
ゾ
ー
ト
開
発
予
定
地
に

お
け
る
環
境
省
の
事
業
認
可
は
い

つ
に
な
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長 

年
内
か
、
年
が

明
け
て
か
ら
の
可
能
性
も
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

西
本 

開
業
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長 

環
境
大
臣
の
事

業
承
認
が
な
さ
れ
、
そ
の
他
の
認

可
等
が
順
調
に
進
み
、
見
通
し
が

た
っ
た
段
階
で
、
企
業
進
出
に
係

る
本
協
定
の
締
結
を
行
う
。
平
成

32
年
度
中
の
供
用
開
始
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

の
よ
う
に
市
長
会
、
議
長
会
お
よ

び
教
育
長
会
が
、
同
時
に
国
に
対

し
て
要
望
し
て
い
く
こ
と
は
必
要

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●
合
併
特
例
債
の
活
用
状
況
に

つ
い
て

桑
原 

本
市
が
着
手
す
べ
き
事
業

は
多
く
あ
る
。
今
回
、
合
併
特
例

債
の
発
行
期
限
が
５
年
間
延
長

さ
れ
た
。
財
政
調
整
基
金
残
高

約
41
億
円
と
合
わ
せ
、
箱
物
事
業

の
み
な
ら
ず
、
教
育
福
祉
等
の
ソ

フ
ト
事
業
も
含
ん
だ
中
で
、
未
来

へ
の
投
資
を
大
胆
に
行
っ
て
ほ
し

い
。市

長 

合
併
特
例
債
の
再
延
長
は

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
最

大
限
有
効
に
活
用
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

桑
原 

市
民
が
何
を
求
め
て
い
る

か
を
考
え
、
議
会
と
行
政
が
一
体

と
な
り
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

桑原 千知 議員A

A

▲ 樋合のパールサンビーチ
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Q

Q

社会体育移行後の行政のサポートは

学校施設整備について

当面、行政のサポートはやります

適切な維持管理を行い、
安全確保に取り組んでいます

田中 万里 議員

何川 誠  議員

何
川 

熊
本
地
震
か
ら
２
年
半
が

過
ぎ
た
。
本
市
で
も
各
学
校
の
危

険
箇
所
を
点
検
さ
れ
た
と
思
う

が
、
ど
れ
だ
け
の
危
険
箇
所
が

あ
っ
た
の
か
。

教
育
部
長 
倒
壊
の
危
険
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
、
撤
去
判
断
目

安
に
該
当
す
る
も
の
が
、
小
学
校

８
校
、
中
学
校
３
校
に
設
置
さ
れ

て
お
り
、
総
延
長
が
４
７
７
メ
ー

ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、
小
学
校
で

３
７
４
メ
ー
ト
ル
、
中
学
校
で

１
０
３
メ
ー
ト
ル
。
危
険
性
の
高

い
建
築
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
撤
去
と
あ

わ
せ
て
年
度
内
に
も
改
修
を
行
う

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
安
全
対
策
に
つ
い
て

何
川 

鳩
の
釜
漁
港
の
旧
道
側
に

崖
が
切
り
立
っ
た
所
が
あ
り
、
仮

設
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
丸
太
が
腐
食
し
て
落
ち
か

か
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
崖
よ

り
も
防
護
柵
が
心
配
で
あ
る
。
事

故
が
起
き
る
前
に
対
策
を
お
願
い

し
た
い
。

建
設
部
長 

現
在
の
状
況
は
設
置

さ
れ
た
防
護
柵
の
木
製
丸
太
の
表

面
が
腐
食
し
、
や
せ
て
一
部
欠
落

し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
対
策
方

法
を
検
討
す
る
業
務
委
託
を
実
施

し
て
お
り
、
今
後
、
緊
急
度
等
を

田
中 

社
会
体
育
移
行
後
の
行
政

の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
前
回
も

一
般
質
問
を
し
た
。
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
か
。
ま
た
、
市
民
の
な
か

で
も
保
護
者
は
関
心
を
持
っ
て
い

る
。来
年
度
か
ら
移
行
す
る
の
で
、

市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長 

当
面
は
、
行
政
の
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

体
制
づ
く
り
、
助
成
面
で
も
継
続

で
き
る
ま
で
は
支
援
を
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、担
当
部
署
と
協
議
の
う
え
、

ま
た
、
各
社
会
体
育
の
関
係
者
と

協
議
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
湯
島
の
現
状
と
将
来
展
望
に

つ
い
て

田
中 

こ
れ
ま
で
湯
島
地
域
に
お

い
て
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

派
遣
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
展
開
を

実
施
し
、
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
同
時
に
、地
域
に
お
い
て
は
、

観
光
客
の
増
加
、
交
流
人
口
が
増

え
た
こ
と
で
、
今
ま
で
に
な
い
課

題
も
出
て
い
る
。
今
後
の
湯
島
地

域
の
展
望
と
目
指
す
と
こ
ろ
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

総
務
企
画
部
長 

平
成
29
年
か
ら

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
１
名
配

置
し
、
島
お
こ
し
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
同
時
に
熊
本
日
日
新
聞
の

「
猫
島
あ
り
の
ま
ま
に
」
の
記
事

総
合
的
に
勘
案
し
対
策
工
事
の
必

性
の
検
討
及
び
適
切
な
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

何
川 

他
に
も
通
学
路
に
面
し
て

い
る
所
が
あ
り
、
早
め
の
対
策
を

お
願
い
し
た
い
。

●
北
部
地
区
広
域
農
道
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
に
つ
い
て

何
川 

広
域
農
道
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
で
も
朝
夕
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
さ
れ
る
人
が
多
く

な
り
、
交
通
事
故
が
心
配
だ
。
車

道
横
の
植
樹
帯
に
な
っ
て
い
る
箇

所
を
、
歩
道
に
整
備
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

経
済
振
興
部
長 

農
産
物
輸
送
の

た
め
や
輸
送
の
流
通
体
系
の
確
立

を
目
的
と
し
て
整
備
し
た
も
の

で
、
農
業
用
車
両
の
通
行
、
国
道

の
迂
回
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て

お
り
、歩
道
を
整
備
す
る
基
準
は
、

幅
員
二
，
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
を
確

保
が
必
要
で
す
。
植
樹
帯
を
歩
道

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
は
構
造
上

困
難
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

連
載
が
90
回
取
り
上
げ
ら
れ
、
一

気
に
湯
島
ブ
ー
ム
に
火
が
つ
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
観
光
客

は
、
今
年
の
５
月
で
、
前
年
度
比

６
９
７
人
増
、
１
３
８
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
課
題
と
し
て
は
、
観
光

客
が
民
家
の
ト
イ
レ
を
借
り
た

り
、
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
が
不
足

し
て
い
る
な
ど
、
受
け
入
れ
体
制

が
十
分
で
な
く
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
湯
島
の
知
名
度
向

上
と
交
流
人
口
を
、
最
終
的
に
は

地
域
の
人
々
が
主
体
と
な
り
、
今

の
動
き
を
ど
う
地
域
活
性
化
に
つ

な
ぎ
、
そ
れ
を
継
続
し
て
い
く
か

が
、
最
も
大
事
な
こ
と
だ
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
湯
島
地

域
の
一
体
的
な
取
り
組
み
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

田
中 

ぜ
ひ
と
も
、
今
後
も
持
続

可
能
な
島
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
を
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

A

A
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▲地域で実施されている分別収集のようす

Q

Q

上天草市の財政状況は他市より裕福か

資源ごみの売却益を行政区に還元

自主財源比率が県下で下位である

来年度に向けて検討したい 新宅 靖司 議員

島田 光久 議員

新
宅 

分
別
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
及
び
売
却
益
は
い
く
ら
あ

る
の
か
。

市
民
生
活
部
長 

平
成
27
年
度
が

７
０
５
ト
ン
で
４
６
６
万
円
、

平
成
28
年
度
が
６
６
２
ト
ン
で

４
４
３
万
円
、
平
成
29
年
度
が

６
３
６
ト
ン
で
５
７
９
万
円
で
し

た
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
、
全
国
平
均
の
20
．

３
％
に
比
べ
10
．
４
％
と
低
く
、

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ

ク
ル
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

新
宅 

現
在
、
行
政
区
に
お
い
て

当
番
制
で
分
別
ご
み
収
集
に
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
天

草
市
や
水
俣
市
は
、
売
却
益
の
一

部
を
行
政
区
に
還
元
し
て
い
る
と

聞
く
が
、
上
天
草
市
で
も
出
来
な

い
か
。

市
民
生
活
部
長 

資
源
ご
み
の
売

却
益
を
地
域
に
還
元
す
る
事
は
、

ご
み
の
減
量
化
へ
の
取
組
み
に
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
効
果
が

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
来
年
度

に
向
け
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

島
田 

合
併
し
て
か
ら
８
０
０
０

人
ほ
ど
人
口
減
少
し
、
平
成
30
年

度
の
補
正
予
算
で
は
、
２
０
０
億

円
規
模
ま
で
膨
ら
ん
で
い
る
。
人

口
減
少
も
今
後
も
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
財
政
運
営
の
見

通
し
を
、
全
体
的
に
ど
う
分
析
さ

れ
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長 

人
口
減
少
に
伴

う
地
方
税
の
減
や
地
方
交
付
税
の

減
に
伴
い
、
歳
入
減
少
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
財
源
確
保
の
た

め
、
市
税
や
使
用
料
な
ど
歳
入
全

般
に
わ
た
る
債
権
確
保
の
た
め
の

抜
本
的
な
取
り
組
み
と
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
推
進
等
に
よ
る
歳
入
確

保
、
さ
ら
に
歳
出
全
体
の
精
査
も

必
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

り
、
長
期
的
視
点
で
創
意
工
夫
を

し
た
財
政
運
営
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

島
田 

私
は
人
口
減
少
が
一
番
上

天
草
市
の
将
来
を
左
右
す
る
と
考

え
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
学
校
統
廃
合
、
田
畑

の
放
置
、
集
落
の
明
か
り
が
消
え

つ
つ
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

人
口
減
少
に
よ
る
影
響
の
前
兆
が

見
え
、
将
来
不
安
を
感
じ
る
市
民

が
増
え
て
い
る
。

●
防
災
に
つ
い
て

新
宅 

要
支
援
者
の
避
難
誘
導
計

画
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
自
主
防
災
会
は
ど
の
よ
う
な

関
わ
り
を
し
て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
部
長 

現
在
、
要
支
援

者
の
同
意
を
い
た
だ
い
て
い
る

２
６
１
８
人
の
名
簿
を
区
域
ご
と

に
提
出
し
、
民
生
委
員
や
小
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
自
主
防
災
組
織

等
の
地
域
の
避
難
支
援
関
係
者
と

協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
人
口
減
少
問
題
に
今
後
ど
の
よ

う
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
の
か
。

市
長 

人
口
減
少
社
会
に
対
し

て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
我
々
が
対

策
を
し
て
い
く
か
と
い
う
の
は
、

大
き
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
加
速
度
的
に
人
口
が
減
る
社

会
を
迎
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
あ
る
程
度
人
口

が
減
少
し
て
い
く
と
い
う
の
を
想

定
し
て
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
大
都
市
だ
け
で
日
本
と
い
う

国
が
成
り
立
つ
わ
け
じ
ゃ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
地
方
の
役

割
、
我
々
の
地
域
が
出
来
る
役
割

は
何
な
の
か
明
確
に
考
え
て
、
前

向
き
な
姿
勢
で
上
天
草
市
の
発
展

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

A

A
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Q いまだに天草四郎メモリアルホールの案内板
市内に 11 カ所確認をしています北垣 潮 議員

北
垣 

天
草
四
郎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
な
っ
て
か
ら
８
月
ま
で
の
入
場

者
数
及
び
昨
年
度
と
の
比
較
は
。

経
済
振
興
部
長 

天
草
四
郎
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
な
っ
た
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
入
館
者
数

は
１
万
４
６
３
８
人
で
、
昨
年
の
同

期
間
に
比
べ
て
20
％
増
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

北
垣 

天
草
四
郎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
資
料
が
増
え
た
と
新
聞
で
も
紹

介
さ
れ
た
事
で
お
客
さ
ん
が
多
い

の
か
と
思
う
。
旧
大
矢
野
町
の
川

上
町
長
が
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

10
億
円
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
事

が
昔
の
新
聞
に
載
っ
て
い
た
。
市

長
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
ど

う
い
う
見
解
を
お
持
ち
か
。

市
長 

当
時
か
ら
天
草
四
郎
が
関

わ
る
資
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
20
数
年
経
っ
て
来

館
者
増
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
し
、
天
草
四
郎
と

当
時
の
時
代
の
か
か
わ
り
を
何
ら

か
の
形
で
保
存
し
な
が
ら
、
後
世

に
伝
え
て
い
く
の
も
行
政
の
仕
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
垣 

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
館
の
品

物
も
ほ
と
ん
ど
が
展
示
し
て
な

い
。
も
っ
と
来
た
人
に
喜
ん
で
も

ら
い
、
知
り
合
い
や
友
達
に
も
良

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
仕
掛

け
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

●
台
風
時
の
避
難
所
に
つ
い
て

北
垣 

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
は
台
風

時
の
避
難
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
が
、
台
風
は
大
雨
を
伴
う
事

も
多
く
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
も

高
い
こ
と
か
ら
龍
中
、
龍
小
の
体

育
館
を
使
用
出
来
な
い
か
。

総
務
企
画
部
長 

指
定
緊
急
避
難

場
所
と
し
て
災
害
の
規
模
及
び
災

害
の
種
類
に
応
じ
て
開
設
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

北
垣 

大
道
中
学
校
の
体
育
館
も

洪
水
は
○
と
い
う
事
こ
と
で
避
難

所
に
な
っ
て
ま
す
が
、
横
の
道
の

下
は
川
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
う
所
は
上
天
草
水
害
の
と
き
は

流
木
が
詰
ま
っ
て
浸
水
し
て
い
ま

す
。
考
え
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
。

Q 危険なブロック塀の撤去費用を助成できないか
県の説明会後、要綱等の整備に
努めてまいりたい宮下 昌子 議員

宮
下 

通
学
路
に
つ
い
て
、
危
険

な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
な
か
っ
た
か
。

教
育
部
長 

小
中
学
校
合
わ
せ
て

92
カ
所
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
下 
す
ぐ
に
で
も
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
所
は
な

か
っ
た
か
。
あ
れ
ば
ど
ん
な
対
応

を
さ
れ
た
の
か
。

教
育
部
長 

通
学
路
の
変
更
、
張

り
紙
等
、
保
護
者
へ
の
通
知
等
を
実

施
し
、
危
険
な
も
の
に
つ
い
て
は
解

体
等
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

宮
下 

学
校
施
設
の
危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
８

校
、
中
学
校
３
校
と
報
告
さ
れ
た

が
、
そ
の
対
応
は
ど
う
さ
れ
て
い

る
か
。
ま
た
、
保
護
者
へ
の
通
知

な
ど
は
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
部
長 

子
供
た
ち
が
直
接
近

場
に
来
る
と
こ
ろ
で
は
注
意
喚
起

を
し
て
お
り
、
現
在
、
撤
去
す
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
保

護
者
へ
の
通
知
は
学
校
だ
よ
り
等

に
よ
り
、
周
知
を
計
画
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

宮
下 

国
交
省
は
６
月
25
日
付
け

で
、「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費

に
係
る
支
援
に
つ
い
て
、
防
災
・

安
全
交
付
金
等
の
効
果
促
進
事
業

の
対
象
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
」
と
県
に
連
絡
し
て
い
る
。
他

の
自
治
体
で
は
、
す
で
に
撤
去
費

用
の
補
助
金
を
創
設
し
て
い
る
。

総
務
企
画
部
長 

現
時
点
で
具
体

的
に
協
議
で
き
て
い
な
い
。
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

建
設
部
長 

民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

撤
去
に
関
す
る
補
助
制
度
に
つ
い

て
は
、
県
か
ら
10
月
中
旬
か
ら
下

旬
に
説
明
予
定
で
す
。
説
明
会
開

催
後
、
要
綱
等
の
整
備
に
努
め
て

い
き
た
い
。

宮
下 
民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
危
険

度
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙

な
ど
で
告
知
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

総
務
企
画
部
長 
広
報
10
月
号
に

掲
載
予
定
で
す
。

宮
下 

今
あ
る
「
戸
建
木
造
住
宅

耐
震
化
支
援
事
業
」
や
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
」
で
対
応
で

き
な
い
の
か
。
ま
た
、
新
た
に
撤

去
費
用
の
助
成
制
度
を
つ
く
る
こ

と
も
考
え
て
頂
き
た
い
。

A

A
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Q 防災・レッドゾーン対策について
防災・レッドゾーン対策について 田中 辰夫 議員

●
防
災
行
政
に
つ
い
て

田
中 

危
機
管
理
情
報
課
を
設
置

し
た
目
的
に
つ
い
て
。

総
務
企
画
部
長 

熊
本
地
震
な
ど

の
災
害
に
対
処
す
る
た
め
、
防
災

対
応
力
の
強
化
お
よ
び
迅
速
化
を

図
る
と
と
も
に
、
行
政
機
関
が

持
っ
て
い
る
市
民
の
個
人
情
報
が

含
ま
れ
た
電
子
情
報
、
公
文
書
等

も
危
機
管
理
の
対
象
と
な
る
と
考

え
て
、
そ
の
対
策
強
化
を
図
る
た

め
で
す
。

田
中 

異
常
気
象
の
中
、
自
然
災

害
に
対
し
て
市
民
に
ど
の
よ
う
な

周
知
を
し
て
い
く
の
か
。

総
務
企
画
部
長 

周
知
の
一
環
と

し
て
、
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
公
民

館
等
へ
の
表
示
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
併
せ
て
、
臨
戸

訪
問
し
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が

大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田
中 

自
主
防
災
組
織
を
活
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た

防
災
活
動
を
や
っ
て
頂
け
れ
ば
と

思
う
。

田
中 

松
島
商
業
高
校
跡
地
を
災

害
拠
点
施
設
に
利
用
で
き
な
い

か
。

総
務
企
画
部
長 

熊
本
県
教
育
員

会
施
設
課
で
は
、
現
段
階
で
使
用

の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
回
答
で
き

る
状
況
に
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
使
用
で
き
た
と
し
て
も
、
校

舎
及
び
体
育
館
と
も
耐
震
の
基
準

を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
施
設
の
老

朽
化
の
た
め
、
現
状
の
施
設
を
利

用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。

田
中 

既
存
施
設
を
何
か
に
利
用

し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
な
い
の

か
。
私
は
残
念
で
な
ら
な
い
。

●
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
整
備

設
置
に
つ
い
て

田
中 
競
技
人
口
の
増
加
及
び
市

民
の
健
康
増
進
並
び
に
観
光
の
発

展
の
た
め
に
、
専
用
施
設
が
必
要

と
思
う
が
。

教
育
部
長 

現
時
点
で
は
、
新
た

な
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
既
存
の
施
設
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

田
中 

皆
さ
ん
で
知
恵
を
出
し

て
、
一
日
も
早
く
実
現
で
き
る
よ

う
願
う
。

A

議会報告会を開催（経済建設常任委員会）
　経済建設常任委員会は、10月13日（土）、天草漁
協上天草支所（大矢野町）で議会報告会を開催し、
10代から40代までの若手漁業者でつくる「新潮会

（あらしおかい）」の会員と意見交換を行いました。
　報告会では、委員から本市の水産振興に関する
補助事業や漁業新規就業者への支援事業などにつ
いて説明しました。
　報告を受け、新潮会の会員からは、「未婚者が多
く、今後の後継者不足の対策を講じてもらいたい」

「サメやエイなど害魚駆除に対する補助はできな
いか」など、多くの要望が出されました。
意見交換で分かったこと
〇新規就業者支援に関しては、国や県のみの助  

成制度に併せて活用できる市独自の支援事業が
必要である。

〇漁業者を対象とした、市独自の助成制度があ   
れば、若手の育成にもつなげることができる。

〇環境の変化に伴う害魚（サメ、エイなど）の増加、
流木や漂着ごみの常態化に対する漁場保全も広
域的に取り組む必要がある。

　 

▲高舞登山からの眺望
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議会の主な動き

◦天草郡市原爆死没者追悼式 （苓北町）

◦熊本県市議会議員研修会 （熊本県）

◦蒲島熊本県知事との意見交換会 （熊本市）

◦天草地域国県道路整備促進期成会総会

◦熊本県民体育祭選手結団式

◦熊本県消防操法大会実施要領（山鹿市）

◦上天草市敬老会
◦関西天草郷友連絡協議会天草
  交流・懇親会（天草市）
◦熊日金婚夫婦表彰式

◦天草地域献穀事業【抜穂祭】

8 月

9 月

10 月

▲ ｢市民の頼りになる存在に｣ と話す樋渡氏

▲意見を市執行部に手渡す桑原委員長（右）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

　

10
月
15
日
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
を

開
き
、
第
２
次
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計

画（
案
）に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

同
計
画
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
５
年
間

で
推
進
す
る
本
市
の
主
な
施
策
を
取
り
ま

と
め
る
も
の
で
、
現
在
、
市
執
行
部
を
中

心
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
31
年
３
月

議
会
に
上
程
、
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
計
画（
案
）に
対
す
る
意

見
を
取
り
ま
と
め
、
市
執
行
部
に
提
出
し

ま
し
た
。　

　議員の議会中における発言力を高めるため、７月
30 日、元佐賀県武雄市長の樋渡啓祐氏を講師に迎え、
議員研修会を行いました。
　研修会では、講師の経験をもとにした、質問のテ
クニックや執行部の答弁に対する切り返し方を学び
ました。
　参加した議員からは「執行部の答弁で頻繁に使わ
れる『検討します』『研究します』に対しては、期限
を聞くなど、うまく切り返したい」などと感想が述
べられていました。

 

◦宇土市政試行 60 周年記念式典（宇土市）

◦熊本天草幹線道路の早期完成を求め
る天草島民集会（天草市）

◦熊本県市議会議長会（八代市）

◦長野県小海町市議会議員行政視察

◦九州市議会議長会理事会（佐賀県）

◦天草地域献上穀物事業【奉告祭】

議員の質を高めるために!
ー議員研修会を開催ー
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11
月
も
半
ば
を
過
ぎ
、
今
年
も
残
す

と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
代
は
情
報
技
術
の
急
速
な
進
歩
に

よ
り
、
先
の
見
え
な
い
時
代
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
政
治
、
経
済
、
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
が

目
ま
ぐ
る
し
く
飛
び
交
い
、
社
会
情
勢

の
変
化
の
速
さ
に
戸
惑
い
を
感
じ
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
市
議
会
議
員
は
、
移
り
変
わ

り
の
激
し
い
時
代
に
お
い
て
も
、
常
に

的
確
か
つ
市
民
目
線
で
物
事
を
と
ら
え
、

ま
た
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
言
動
を
心

が
け
、
皆
さ
ま
の
不
安
が
解
消
さ
れ
る

よ
う
、
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
が
延
長
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
の
課
題
解
決
の
た
め
、

特
例
債
を
有
効
に
活
用
し
、
皆
さ
ま
に

活
気
と
市
の
誇
り
を
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
執
行
部
と
切
磋
琢
磨
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
師
走
の
足
音
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、

カ
ゼ
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
、
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。

（
桑
原
　
千
知
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
天
草
市
議
会広

報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
津
留
　
和
子

副
委
員
長
　
北
垣
　
　
潮

委
　
　
員
　
木
下
　
文
宣

何
川
　
　
誠

小
西
　
涼
司

桑
原
　
千
知

　９月 27 日、松島町内野河内地区で
行われた、天草地域献穀事業の抜穂祭
で大役を果たした、松島中学校の刈

か り お
男

☆刈
か り め

女の皆さんの〝えがお〟です。

　中村十五社宮の氏子の皆さんです。神
社のほかにも地域沿道の草刈りやガード
レール清掃もされているそうです。
　作業終了後のお茶会がとても楽しみ
だそうで、この日も手作りのお菓子を片
手に笑い声が絶えず、皆さん素敵な“え
がお”でした。

編
集
後
記

登立成合津の足手荒神様
　大矢野町登立の成合津地区に、手や足の痛みが取れると
言い伝えられている神様が祀られており、市内外から多く
の人が参拝しています。
　手足を模した木で患部をさすり、お参りをすると、御利
益があるとのことです。一度、参拝してみてはいかがで
しょうか。きっと痛みを取ってくださることでしょう。

表紙の写真足手荒神様

大矢野町
大矢野町
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が

刈
かりお

男☆刈
かりめ

女の

“えがお”
松島町


